
【研究ノート】

日本人大学生が失礼だと感じる留学生の

誘い・断りの表現に関する予備調査

マスデン眞理子

要

筆者は留学生に対する日本語の授業で、それは失礼に聞こえるからしない方がよ

いと注意を与えることがあるが、筆者の感覚が果たして日本人一般の価値判断と合

致しているだろうか。それを知る手がかりとして、予備調査を行った。まず留学生

のロールプレイの「飲みに誘う・断る」表現の中から、筆者が失礼だと感じた発話

例を抽出した。それらの例を日本人大学生に見せ、留学生にこのように誘われたり

断られた時、一番失礼だと感じるものを選んでもらい、どうしてそう感じるのかそ

の理由を尋ねた。

その結果、失礼だと感じられた表現は、「来たくないの？」のように「たい」や

文末に「の」を使ったものだけではなく、日本人もよく使う「ちょっと用事があっ

て…」があった。これは遠ざけられたと解釈され、日本語は上手だけど嫌な人と思

われる可能性が高いことが分かった。本稿では日本語学習者に対する待遇表現の指

導の立場から、各々の発話例についてその問題点、望ましい言い方、日本語指導上

の留意点について具体的に示した。

1．はじめに一予備調査の背景一

国際交流や異文化理解は大変だと思われがちだが、筆者は留学生向けの日

本語授業や留学生相談の仕事を通し、価値観の違いがあっても、理解しあえ

ると実感している。重要なのは対相手と自分の間に価値観や解釈の違いがあ

るということを前提とし、相手にとって受け入れやすい言い方を考えること

である。この技術を筆者は「対人配慮スキル」と名付けた（マスデン、2006)。

日本語学習者の漢字や文法の間違いに比べ、ニュアンスを間違えて失礼な言

い方をすることは日本語の間違いとわかりにくい。しかし、筆者はこれを

｢待遇表現のまちがい」であると捉え(1)、日本語学習者の待遇表現の知識を

増やせば失礼な言い方は避けられるのではないかと考えた。日本語学習者に

対する待遇表現の教材作りの基礎作業として、本人にその意図がないのに相
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手に失礼に聞こえてしまうさまざまな用例を集め紹介した（マスデン､2010)。

しかし、これらの用例を失礼な表現だとするのは筆者の個人的見解にすぎ

ず、日本人一般が果たして同様に失礼だと感じるかどうかの指標がない。そ

こでその指標を得るための前段階として、今回の予備調査を行うことにした。

2．調査の目的・調査の発話例・対象者・調査方法ｑ時期

目的：筆者が失礼だと感じた留学生の発話例について、留学生にとって身近

な存在である日本人大学生も同様に失礼だと感じるだろうか、また、失礼だ

と感じる原因は何かを探ることがこの予備調査の目的である。

発話例：筆者は誘う・断る。依頼するなどの場面のロールプレイを中心に日

本語初級修了レベルの会話の授業を行っている。学習者は授業前に宿題とし

て場面カードを読み、その会話文（シナリオ）を書いてくる。この調査では、

｢誘う・断る」という場面で留学生が書いたシナリオから、筆者が失礼だと

感じる発話例を抽出した。

調査対象者・時期・回収率：このアンケートは2010年７月に筆者が担当する

教養の授業「異文化間コミュニケーションと日本語」の課題の一つとして実

施した。受講生58名のうち回答者は52名、回収率は91％・回答者の内訳は１

年生34名、２年生15名、４年生２名、交換留学生１名。また、女性35名、男

性17名である。

調査および分析の方法：回答者の日本人大学生には、「これらの文例は中級

レベルの留学生が会話の授業で書いたものだが、実際に留学生からこのよう

に誘われたり、断られたとしたら、あなたはどう感じるか、どのような表現

が一番失礼だと感じるか」と尋ねた。誘いの表現4例、断りの表現3例の中で、

それぞれ一番失礼だと思うものを選ばせて、その理由を自由記述で書いても

らった６なお、今回の予備調査は、失礼と感じる要因に主眼を置いており、

それぞれの文例がどの程度失礼と感じられるかという点については調査して

いない。
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3．日本人大学生へのアンケート結果と考察

３．１誘いの表現について

留学生のタスク：友だちに電話して、今晩いっしょにご飯を食べよう／

ビールを飲もうと誘ってください。

アンケート結果：

日本語学習者の誘いの表現（例１～例４）の中で日本人大学生にとって一

番失礼だと思われたものは、下の表１のとおりである

表１日本人大学生が失礼だと思う日本語学習者の誘いの表現
（日本人大学生52名が一番失礼だと思ったものの人数と割合を示す。ただし一部が複数

回答しているため、総数は62名｡）

日本語学習者の誘いの表現例 一番失礼だと感じた人（割合）

例１ ｢私の部屋に来たくないの？」 29名（47％）

【Vたくない＋の？】

例２ ｢○○さんの家は近いですよね。私は今から 18名（29％）

行きます。いいですか？」

【Ｖます。＋いいですか？】

例３ ｢いっしょにお酒をのみに来たくないんです 13名（21％）

力､？」【Ｖたくない+んですか？】

例４ ｢私の部屋に来て、ビールを飲まないの？」 2名（３％）

【Ｖない＋の？】

上記の例１～例４の言い方が、日本人大学生にとって何故失礼だと感じら

れるのか、言い方の問題点、望ましい言い方、日本語指導上の留意点につい

て以下に述べる。

３．１．１例１「私の部屋に来たくないの？」【Vたくないの？】

３．１．１．１問題点

1）終助詞「の」

「Ｖない＋終助詞の？」は、当然～すると思っていたのに（残念だ／がっ

かりだ／困る）というニュアンスがある。この言い方を話し手（日本語学習

者）が誘いの表現で使うと、相手（日本人）は行くとも行かないとも返事す

る前に、いきなり行きたくない様子だと責められているようだ。日本人大学

生のコメントには、「『来て当然でしよ！』と聞こえる／責められている／
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威圧的だ／上から目線だ／怒られているようで否定的な感じ／プレッシャー

がある／断りづらいと感じる」などの感想があった。

２）「～たくない？」

誘いの表現として「たい」を使って、「～たい？／たくない？」「～したい

ですか／したくないですか｣という表現を用いる日本語学習者が特に英語の

母語話者にいる。英語のＤＣ/Don，ｔｙＯｕｗａｎｔｔｏ～？をそのまま日本語に

直しているのだろうが、日本語では相当親しい間柄でないかぎり、ストレー

トに自分の欲求を聞かれることに違和感があるだろう。

３）誘いの目的が暖昧

例１には「飲む」｢お酒」など誘いの目的を示す言葉がなく、単に部屋に

来るかどうかを問うている。そのためこの誘いを断れば、お酒を飲むことで

はなく、相手の部屋に行くことが嫌だ、つまり相手を嫌っていると聞こえる

ため、誘われた側は断ることに心理的負担を感じる表現となってしまう。

なお問題点に関する詳しいコメントは、文末の資料１（日本人大学生のコ

メント「私の部屋に来たくないの？｣）参照のこと。

３．１．１．２望ましい言い方

「部屋に来たくないの？」→終助詞「の」と「～たくない？」を取り除く。

さらに、一緒に飲みたいという目的をはっきりさせて、「部屋に来ない？

一緒に飲もう」などとすれば良い。

３．１．１．３日本語指導上の留意点

１）終助詞「の」の誤用

日本語学習者は、「の？」を使うと自然で流暢な日本語に聞こえる場合も

多いため、多用してしまう傾向がある。しかし、この「の？」を誘いの表現

【Ｖない？】に足すと、例１のように聞き手を責めているように聞こえてし

まう。終助詞「の」の誤用は、日本語初中級レベルの間違いとは認識されず、

強引な人だというふうに思われる恐れがある。日本語学習者が「の」を安易

に使わないよう指導することが大切だ。

２）「～たい（ですか）？」を誘いの表現として使用

「～たい？」と、自分の欲求をストレートに聞かれたら、かなり親しい間

柄でない限り、直接的すぎて戸惑うだろう。誘いの表現として、「～たい

(ですか）？」や「～たくない？／たくありませんか」を使う傾向が一部の
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日本語学習者に見られるが、あまり親しくない間柄の人に「いっしょにご飯

を食べに行きたいですか」と言われたら、一瞬、断りに窮するだろう。

「～たい？「～たいですか6」という問いはストレートすぎるため、誘い

の表現としては不適切であるが、この点を初級日本語教科書ではどのように

教えているだろうか。『みんなの日本語』では誘いの「～ませんか？」を

｢いっしょに神戸へ行きませんか」や「お茶を飲みませんか」という文例で

導入している（第６課)。また、「～たいです」（第13課）は、以下のような

会話がある。

Ａ計のどがかわきましたね。

Ｂ：ええ、何か飲みたいですね。

Ａ：あの喫茶店に入りませんか。

Ｂ：ええ、そうしましょう

（下線は筆者）

上記の会話例のように誘いの表現として、【Ｖませんか】（｢入りません

か｣）が教えられているが、誘いの表現として「～たいですか｡」を使ったら、

相手に失礼に聞こえる場合があることが『みんなの日本語』には明示されて

いない。

他方、初級終了の学習者を対象とした『短期集中初級日本語文法総まと

めポイント20』（友松ｂ和栗：120）では､「敬意を表す人（目上の人）に

言わないこと」の項目に、「コーヒーが飲みたいですか｡」や「何か召し上が

りたいですか｡_Ｉなど、目上の相手の欲求を聞く表現は不適切だとし、それ

ぞれ「コーヒーでもいかがですか｡」「何か召し上がりますか｡」がよいと指

導している

親密な間柄でなければ、「～たいですか？」とストレートに相手の欲求を

聞き出す言い方は失礼になることを、初級終了後ではなく初級段階の「～た

い」の文型練習の時に、教えておくことが望ましいだろう。

3）終助詞「ね」「よ」

失礼に聞こえる表現として、例１の終助詞「の」の他に、「ね」「よ」の適

切な用法についての指導も同様に必要であろう。上記の会話例の「のどがか

わきましたね｡」や「何か飲ふたいですね｡」の終助詞「ね」をつけず、「の

どがかわきました｡」「何か飲みたいです｡」と言われたら、聞き手はお茶で
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も用意しろと言われたようで、わがままな感じがするだろう。また、「よ」

を使って、「のどがかわきましたよ｡」「飲みたいですよ｡」では、強い要求と

なり失礼の度合いが増してしまう。終助詞「ね」や「よ」のニュアンスの指

導を初級の文型練習に加えることで、失礼に聞こえる言い方へのアンテナが

教室内で早い段階から学習者に育っていくのではないだろうか。

３．１．２例２「○○さんの家は近いですよね。私は今から行きます。

いいですか？」

３．１．２．１問題点

相手の家に行くことを相手の都合も聞かずに、いきなり「私は今から行き

ます」と言っているので、自分の家に来られることを一方的に決められて、

最後に「いいですか？」と確認されているように聞こえる。そのため、この

日本語学習者は「あつかましく礼儀知らずだ｡」と思われてしまう。もちろ

ん日本人同士でもごく親しい間柄であれば、「今から行くよ、いい？」とい

うことがあるが寸例２は丁寧体を使っていることでも明らかなように、まだ

そこまでの親しい関係ではない。

この例のように明らかな文型のまちがいではないものは、日本語学習者の

日本語力の問題ではなく、その人の性格（あつかましく、強引だ）の問題だ

と思われがちである。しかし、果たしてそうだろうか。日本語初級段階で、

許可の表現「Ｖてもいい（ですか)」の「Vて形」が難しいため、「Ｖます。

いいですか」と二文にして相手に許可を求める学習者がいる。例文２の「私

は今から行きますｄいいですか」というのは、まさにそのような癖が中級に

なっても治らない学習者なのではないだろうか。本人には、相手の都合を無

視して勝手に決めてしまおうという意図はないのに、日本語が未熟なため、

あつかましい人だと誤解されているのではないかと考えられる。

なお問題点に関する詳しいコメントは、文末の資料２（日本人大学生のコ

メント「○○さんの家は近いですよね。私は今から行きます。いいですか？｣）

参照のこと。

３．１．２．２望ましい言い方

相手の都合に十分配慮することが大事。「私は今から行きます」と決めつ

けるのではなく、「行ってもいいですか？」と相手に質問にする。また、「今

から」を外し、日時は相手と相談する。

－５６－



日本人大学生が失礼だと感じる留学生の誘い・断りの表現に関する予備調査

さらに、相手の家に行くことは自分の家に招待するよりも相手にとって‘

負担が大きいので、それが言える間柄かどうかを考慮すること。「(あなたの

家に）行ってもいいですか？」と聞かれた場合、断る側の心理的負担が大き

いので、そこまで親密な間柄ではないなら、むしろ「(私の家に）来ません

か」と行動目標自体を変えた方がよいだろう。

３．１．２．３指導上の留意点

許可を求める時は、「Ｖます。いいですか」とすると、あつかましい人だ

と誤解される可能性が高いことを注意する。また、友だち同士が互いの家に

招待し合うことについてクラスでディスカッションするのもよいだろう。

３．１．３例３「いっしょにお酒をのみに来たくないんですか？」

【Vたくないんですか？】

３．１．３．１問題点

「～たくないんですか？」は上述の例文１（来たくないの？）と問題点が

類似しているものの、例文1に比べると、終助詞「の」の代わりに、「んです

か？」が使われているので、少し丁寧な感じがする。また、お酒を飲むとい

う目的がはっきりしている分、例文１に比べ不快度は若干低くなっている。

「～したくないんですか？」というのは、例文１の「～の？」と同様、相

手の都合も聞かずにいきなり相手はそうしたくないんだと決めつけ、来たく

なさそうな様子の相手を責めているというニュアンがある。日本人大学生の

コメントには、「来たくないという前提で話をされている」「嫌味を言われて

いるようだ」「相手の都合を無視している」「無理に誘われている感じがする」

｢『えっ!?』と戸惑ってしまう」「上から目線で、断れないような言い方だ」

などの感想が見られる｡

なお問題点に関する詳しいコメントは、文末の資料３（日本人大学生のコ

メント「いっしょにお酒をのみに来たくないんですか｣）参照のこと。

３．１．３．２望ましい言い方

「～たくないんですか?」は責められているようなニュアンスがあり断り

づらい表現なので、「来ない？」｢来ませんか？」を使ったほうがよい。また、

相手の都合をしっかり聞くことも大切だ。
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３．１．３．３指導上の留意点

「Ｖたくないんですか？」は、前述の例１と同様に二つの問題がある。一

つは「～たくない／たくないんですか？」をそれほど親密ではない相手に誘

いの表現として使用すると、失礼になること。二つの目の問題の「～んです

か？」は、例１の終助詞「の」の誤用と同じで､/相手は当然来るべきだとい

うニュアンスがあるため失礼になる。，

以上の問題を避けるため、例１の繰り返しになるが､「たい」や「んです」

のニュアンスを初級段階から教えていく必要がある｡．

３．１．４例４「私の部屋に来て、ビールを飲まないの？」【Vないの？】

３６１．４．１問題点

例１と同様に、語尾の「の？」があるため、相手は対等ではなく下に見ら

れているように感じたり、ビールを飲むのを強制されているように聞こえる。

しかし、例４を一番嫌だと答えた日本人大学生は52名中１名だけだった。

これは、例１や例３のように「～たい（ですか)」が使われていないためで

あろう。

なお問題点に関する詳しいコメントは、文末の資料４（日本人大学生のコ

メント ｢私の部屋に来て、ビールを飲まないの？｣）参照のこと。

３．１．４．２望ましい言い方

例１と同様、終助詞「の」があるため、相手に対し失礼な言い方になって

しまう。この「の？」を取り除き､「飲まない？」とすればよい。

３．１．４．３日本語指導上の留意点

①終助詞「の」の多用について

例１と同じ。

②「Ｖない？」という誘い方について

『SituationalFunctionalJapanese』（Volume3：Notes）の第17課で

人を誘う表現として「よかったら、リサさんと二人で来ない」という例文を

挙げ、「Ｖない？」「Ｖませんか」の用法を次のように説明している。

"This来ない（negativequestion)doesnothaveanegativemeaning，

butexprssesaninvitation・Morepolitely,来ませんかcanbeused.”
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たしかに「来ない？」や「来ませんか？」だけならば何の問題もないのだ

が、日本語学習者は終助詞の「の」や「～んですか｡」を不適切に使用する

ことがある。「来ないの？」や「来ないんですか｡」では、誘いが強過ぎて不

快に感じられてしまうということを、「ｖない？」「Ｖませんか」の用法の導

入時に注意することが必要である。

３．１．５誘いの表現のまとめ

会話授業のロールプレイのタスクをする日本語学習者の発話には、友だち

を誘うという友好的な意図しかないはずなのに、前述した例１～例４におい

て聞き手の日本人には、嫌味を言われているようだ／威圧的に怒られている

ようだなど、否定的な解釈が多くみられた。以下の表２に話し手の発話意図

と聞き手の解釈の違いをまとめる。

表２誘いの表現例に見る話し手の発話意図と聞き手の解釈の違い
（話し手の発話意図：友だちといっしょにビールを飲ふたい｡）

話し手の発話例

例１）

｢私の部屋に来たくなの？」

【Ｖたくない＋の？】

例２）

｢○○さんの家は近いですよね。

私は今から行きますｂいいですか？」

【Ｖます･＋いいですか？】

例３）

[いっしょにお酒をのみに来たく

ないんですか？」

【Ｖたくない＋んですか？】

例４）

｢私の部屋に来て、ビールを飲ま

ないの？」

【Ｖない＋の？】

聞き手の解釈

。「(私が嫌いだから）来たく．ないのだろう」と

怒られているようで、きつい言い方だ。
。いきなり責められている感じだ．

･断ると、部屋に行きたくないと勘違いされそう

で、断りづらい。

･人の家に行くことを一方的に決めているので、

強引で礼儀知らず､勝手で、あつかましい。
･相手から「行きます｡」と言われると、断りに

くい

･他の例文は英語の直訳だから留学生なら嫌な気

はしないが、これは日本語のまちがいではない

ので嫌だ。

･来たくないと決めつけられ、嫌味を言われてい
る◎

･こちらの都合を無視されている。

･上から目線で断りづらい。

･対等ではなく下に見られている。

。強要されている気がする。
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表２に見られるように、例１～例４の文は聞き手にとって失礼に聞こえて

しまう。では、どのような言い方が、誘いの表現として望ましいのだろうか。

日本人大学生のコメントから見えてくるのは、断る側はかなりのプレッシャー

があるので、誘う側は相手の心理的負担を軽減し、断りづらいと感じないよ

うな配慮が望ましい。具体的には以下の5つのポイントにまとめられる。

①誘いの表現は「Ｖない？／Ｖませんか」や「Ｖしよう／Ｖしましょう｣、

「○○はどう（かな）？」などの提案の形が良い。

②親密な相手でないかぎり、「～たい／たくない（ですか)｣というように、

「たい」で相手の欲求をストレートに聞かないｄ

③「Ｖないの？」「Ｖないんですか？」などのように、終助詞「の」や「ん

ですか」は強引な感じがするので使わない。

④「よかったら」「暇だったら」を入れて、相手の都合を確認すると同時に、

断ってもよいという状況を作る。

当然のことながら、一緒にご飯を食べたりビールに誘うことは互いの友情

を深めるためであり、ビールを飲むことが最終的な目的ではない。そのため、

相手を無理に誘うのではなく、相手の都合などを聞いて相手が断ってもお互

いの人間関係に支障はないように誘うことが重要だ。次に、断り方について

考えてみよう。

３．２断りの表現について

留学生のタスク：友だちから電話がかかってきて、今晩いっしょにご

飯を食べよう／ビールを飲もうと誘われましたが、あなたは疲れている

ので早く寝たいと思っています。友だちにどのように断りますか。

アンケート結果：

日本語学習者の断りの表現（例５～例７）の中で日本人大学生にとって一

番失礼だと思われたものは、次の表３のとおりである。
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例５

例６

例７

日本人大学生が失礼だと感じる留学生の誘い・断りの表現に関する予備調査

表３日本人大学生が失礼だと思う日本語学習者の断りの表現
(日本人大学生52名が一番失礼だと思ったものの人数と割合を示す｡）

日本語学習者の誘いの表現例
一番失礼だと感
じた人（割合）

｢今夜は無理／だめ。疲れているんだ｡」 28名（54％）

【はっきり断る＋本当の理由】

｢ちょっと用事があって…ごめんね｡」 23名（44％）

【あいまいな理由十詫び】

｢私は疲れていて眠いよ。残念だけど、今日はできな 1名（２％）

い 。 また他の日に誘って｡」

【本当の理由十はっきり断る＋代案】

上記の例１～例３の言い方が、日本人大学生にとって何故失礼だと感じら

れるのか、言い方の問題点、望ましい言い方､日本語指導上の留意点につい

て以下に述べる。

３．２．１例５「今夜は無理／だめ。疲れているんだ」

【はっきり断る＋本当の理由】

３．２．１．１問題点

断りの表現のなかで、この例１を一番失礼だと思う日本人学生が全体の半

数強と一番多かった。日本人大学生のコメントを見ると、その原因として①

｢ごめん」などの謝罪の言葉がないこと、.②誘ってくれたことに対する感謝

が感じられないこと、③「無理／だめ｡」という断り方はきつい言い方で、

言われた側は傷つきやすいこ、④なぜ、疲れているのかを説明していないた

め、相手がほんとに疲れているのか共感しにくいことがあげられた。

またも日本人大学生たちはこのように断られたら「落ち込む」「否定され

て、気分を害する_I｢イラッとする」「冷たい感じがする」「もう誘いたくな

くなる」「思いやりの心がない」と感じると答えている。

なお問題点に関する詳しいコメントは、文末の資料５（日本人大学生のコ

メント「今夜は無理／だめ。疲れているんだ｣）参照のこと。

３．２．１．２望ましい言い方

誘いを丁寧に断るには、【理由十詫び＋断り＋代案】が望ましい。例１で

はこのうち詫びの言葉がないことが一番の問題であり、断りの理由が不十分

である点にも問題がある。
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日本人大学生のコメントをまとめると、望ましい言い方は、まず「ごめん

ね」などの詫びの言葉を述べ、次に断りの理由をはっきり説明し、最後にや

わらかい表現で断る。さらに、最後に誘ってくれたことへのお礼や、､今日は

できないが他の日時ならできるという提案をすれば、相手は断られても嫌な

気持ちにはならない。

「今夜は無理／だめ。疲れているんだ」は自分の正直な気持ちを感じるま

まに言葉にしているが、それを聞いた相手はどう感じるかという相手の気持

ちへの配慮が十分ではない。身内の者同士の会話では相手への配慮を特段し

ないことが親しさの表れとして好ましいこともあるが、「親しき仲にも礼儀

あり」という諺のように、ある程度の気遣いが望ましいのではないだろうか。

３．２．１．３日本語指導上の留意点

「今夜は無理／だめ。疲れているんだ」という断り方は、文型の間違いでは

なく、日本人の中にも、このような言い方をする人はいる。これは日本語の

まちがいではないが、どのようなニュアンスがあるかを教えたほうがよい。

３．２．２例６「ちょっと用事があって…ごめんね｡」

【あいまいな理由十詫びる】

３．２．２．１問題点

学習者は、疲れているので早く寝たいという本音を言うのは失礼だと考え

て、あえて本当の理由は言わず、丁寧な日本語での断り方のつもりで例５の

文を書いたと思われる。ところが、上記の例４「今夜は無理／だめ。疲れて

いるんだ」というぶっきらぼうな断りに匹敵するくらい多く（52名中23名）

の日本人大学生が、この表現を一番失礼だと感じると回答した。筆者自身も

日本語学習者が「ちょっと…」や「用事があってP．．､」を多用することを不

快に感じることがあるが、実際にこれほど多くの日本人大学生がこの表現を

不快だと感じるという結果は意外であった。

日本人大学生のコメントによると、この言い方を一番嫌だと感じた主な理

由は、「用事があって…」と言葉を濁して用事の内容を隠しているため、「本

当は用事などないのに、一緒に飲ゑたくないから嘘をついているのでは？?」

と感じられる点である。そのため、誘った側は単にビールの誘いを断られた

というよりも、「自分は嫌われた」「壁を作られた」というように関係性その

ものを否定されたように感じてしまうことが、このようなあいまいな断り方
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の一番の問題点である

なお問題点に関する詳しいコメントは、文末の資料６（日本人大学生のコ
メント「ちょっと用事があってP･･ごめんね｣）参照のこと。

３．２．２．２望ましい言い方

友だちの誘いを断る時、「用事があって…」と理由をぼかした言い方をす
ると、上記の日本人大学生のコメントに見られるように、相手からは①どう
して本当の理由を言わないのか、②単に今晩ビールを飲むのが嫌なのか、③

自分のことが好きじゃないためか、というように疑心暗鬼にもなるし、断る

本当の理由が分かりにくい。今回のコメントによると多くの大学生が③の意
図、即ち二人の関係を深めたくないと推察する傾向にあるようだ。

もちろん好ましくない相手なら、この断り方でよいのだろうが、相手との

関係を大切にしたいなら、この言い方は二人の関係性を損なう危険性が高い．

｢用事があって…」と理由を暖昧にせず、正直に本当の理由を言うことで、

相手に誠実に対応していることが伝わるだろう。また、他の日なら行けると

伝えることで、相手の誘いを歓迎していることも表現できる。

３．２２．３日本語指導上の留意点

「用事があって…」というのは日本人もよく使う断りの常套語である。日

本語学習者は、「用事があって…」や「ちょっと…」と理由をあいまいにし

て‘断るのが自然で、しかも丁寧な日本語だと過信しているのではないだろう

か。

日本人大学生のコメントにもあるように、不都合な理由を明確に説明しな

いで例６のように暖昧に断ると､自然な日本語で誘いを上手に断ることはで

きるものの､､相手には「自分のことが嫌いだから行きたくないのだろう」と

解釈される危険性が高く、人間関係の形成にはマイナスとなってしまう、リ

スクの高い表現であるのではないか。このようにリスクの高い暖昧な断り方

が、日本語初級テキストではどのように教えられているだろうか。

『SituationalFunctionalJapanese』（以下ＳＦJ）（Volume3:Notes）

の第17課では、誘いに対する暖昧な断り方（①～③）について、次の会話例

が示され、以下の説明がなされている。
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今度の土曜、映画に行きませんか。

今度の土曜日ですか。

キネカで「レインマン」やってるんですよ。

①ううん○土曜日はちょっと。

②そうですね…。

③行きたいけど…。

●
●
●
●
‐
●
●
●
●

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

（以下、SFJ17課23ページより）ｉ

「土曜は､ちょっと｣"SaturdayiSabit…"impliesthatSaturday
isincOnvenientExpressionslikeちょっとｏｒそうですねaresuffi‐

cienttomakethelistenerawarethattheoffer/invitationcannot

beaccepted,ａｎｄ「いいえｄだめなんです｡」ｏｒ「いいえ。行けないん

です｡」arethereforeUsuallyOmitted､Toaclosefriend,however，

youCansaydirectly「いいえ、土曜はだめなんです｡」

確かに、①～③の暖昧な言い方で、断っていることは十分に相手に通じる

から、その続きの「だめなんです」や「行けないんです」まで言う必要はな

い。だが、なぜ行けないのかを相手に言わないと、相手からは何か隠し事を

されたとか、嫌われたと邪推されてしまう可能性がある。親しくなりたいと

思う相手には尚更だろう。日本語学習者は「ちょっと…」や「行きたいけど…」

という暖昧な断り方を初級段階で教えられると、習慣化してしまうだろう。

ＳＦＪ（24ページ）では次のような会話例で、より暖昧な断り方を提示してい

る。

今度の土曜、コンサート行かない。

うん、土曜はちょっと｡．．。

●
●
●
●
。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
皇
亜
【
一
Ａ

だめ。

今度の土曜日は、保証人のお宅に行くことになってるから。

そう。じゃ、日曜日は、どう。

日曜も、ちょっと…。

残念だな。じゃ、またいつか。

Ｂ：ええ、ごめんなさいね。

(下線は筆者）
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代案の日曜日まで「ちょっと…」と断わられたら、誘った側のＡさんはど

う感じるだろう。この会話例では特段傷つく風でもなく、「またいつか」と

暖昧に受け流しているが、先の日本人大学生のコメントをふりかえると、Ｂ

さんの二度にわたる暖昧な断り方に傷ついてももう二度と誘いたくないと思っ

てしまうのではないだろうか。

「ちょっと…」「用事があって…」「都合が悪くて…」などの断りは、相手

との距離の遠さを含意しているため、だれに対し使うかが重要である。この

ように暖昧な理由で椀曲に断るストラテジーは、別段日本語に限らず、どの

言語でも使われているだろうが、母語に比べ外国語で話す時は、そのニュア

ンスをあまり気にせず一度覚えたらＴ､P.Ｑを配慮せず多用してしまう傾向

があるのではないだろうか。他方、日本人側はこのような暖昧な断り方を、

日本人よりも、外国人に言われた方がショックが大きく感じられるのかもし

れない。

暖昧な断りの表現は、自然な日本語に聞こえるものの、相手との関係性を

崩しかねないリスクのある表現であると言えるだろう｡‘ たがって初級の日

本語で教える際には、十分な注意が必要である。

３．２．３例７「私は疲れていて眠いよ。残念だけど、今日はできない。ま

た他の日に誘って｡」【本当の理由十はっきり断る＋代案】

３．２．３．１問題点

この表現を一番失礼だと感じたのは、５２名中１人だけだったことから、例

4や例５に比べ、失礼の度合いはかなり低いと思われる。これは、①本当の

理由を述べていること、②「残念だけど」や「他の日に誘って」の表現に誠

実さが感じられるからであろう。

この文例が一番失礼だと感じると答えた大学生は、「眠いよ」「できない」

という断り方がきつい表現だと感じた。詳しいコメントは、，文末の資料７

(日本人大学生のコメント「私は疲れていて眠いよ。残念だけど、今日はで

きない。また他の日に誘って｣）参照のこと。

３．２．３．２望ましい言い方

いきなり自分が疲れていることや眠いことを言うのではなく、まず「ごめ

ん」や「行きたいんだけど」など、誘ってくれた相手を気遣う言葉を述べる。

そして、「できない」ではなく、「遠慮しておく」などのやわらかな断りの表
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現を用いる。

３．２．３．３指導上の留意点

例7を一番失礼だと感じた大学生のコメントに、「英語でそのように言えば、

納得するのだけど､日本語ではやわらかく暖昧な表現に慣れているので、眠
いからできないという表現は強すぎると感じてしまう」とあった｡これは、

外国人が日本語で話す際の落とし穴を指摘しているのでないか。

外国人が日本語で話してくれれば､心的距離がぐんと縮み親し承が湧く。

同時腿相手の外国人の日本語が上達するにつれて、日本人は外国人に日本
的なやわらかい表現を求めてしまいがちになるのではないか。そのため寸時

に日本語でやわらかな表現ができず、直接的な物言いをされると、相手の外
国人が日本語の微妙なニュアンスを理解できなかったためとは思えず、自己

主張が強く失礼な人だと思ってしまいがちだ｡即ち、英語で話せば直接的な

強い表現であっても、さほど失礼な人と思わないものの､日本語だと失礼な

人だと誤解してしまうことがありうるのではないか。このことは外国人が日

本語でコミュニケーションする際の思わぬ落とし穴であろう。

３．２．４断りの表現のまと

今回の調査では、友だちからのビール／食事の誘いを断るタスクにおける

話し手（留学生）の発話意図を直接尋ねることができなかったが、おそらく

例５や例７では親しい友だちなので、疲れている時は遠慮せずはっきり本当

の理由を言って断るのがいいと考えたのだろうし、例６では疲れているとい

う理由を直接相手に言うのは失礼だから、あいまいにしたのだろうと推測さ

れる。以下の表４に、その発話意図を聞き手（日本人大学生 がどのように

解釈したかをまとめる。
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表４誘いの表現例に見る話し手の発話意図と聞き手の解釈の違いい
（話し手の発話意図：疲れているので友だちからのビールやご飯の誘いを、＜例５９例

７友だちなので遠慮せず＞＜例６遠慮してあいまいに＞断りたい｡）

話し手の表現例

例５）

｢今夜は無理／だめ。疲れているんだ｡」
【はっきり断る＋本当の理由】

例６）

｢ちょっと用事があって･･？ごめんね｡」

【あいまいな理由十詫び】

例７）

｢私は疲れていて眠いよ。残念だけど今日､

Iまできない。また他の日に誘って｡」

【本当の理由十はっきり断る＋詫び＋代案】

聞き手の解釈

。冷たい感じがして、思いやりがない。
･･誘ったのが迷惑だったのかな。
。何故「疲れている」のかわからない
ので、断られた理由が釈然としない６

･何か隠し事をしているようで、どこ
か壁をつくられたような感じがする。

。仲良くなりたくないから、遠回しに
断られた。

･本当はただ来たくないだけだろう。

。強すぎる表現なので、もう誘いたく
なくなる。

誘う側にとっても断る側にとっても、一番大切なのは相手を傷つけず人間

関係を良好に保つことである。そのため、誘いを断るときは相手の好意に感

謝しつつも、その誘いには応じられないという気持ちを伝えることが一番大

切な点である。例５（無理／だめ）や例６（用事があって…）が日本人大学

生にかなり嫌だと思われた理由はそれぞれ、詫びがないため誘いを断ること

を申し訳ないという思いが伝わってこないことや、はっきりした理由を言わ

ないので遠ざけられた感じがすることだった。即ち、目の前の誘う・断ると

いうタスク達成よりも、相手のことを大切に思いやる気持ちを伝えることが、

良好な人間関係の構築に重要であることが窺える｡

例５も例６もたしかに日本人が普通に使う表現であり、日本語の文法上の

問題はないものの、親しい友だちとしての関係を維持するには適切な表現で

はない。例５や例６の言い方を日本人から聞き覚えたとしても、それを

T・P.Ｏ､を考えずいつでも使うと、日本語は上手だが失礼な人だと思われて

しまう。良好な人間関係を築くにはどう言ったらよいだろうかと考え､自分

の言葉で表現する努力が、中級以上の日本語学習者にこそ必要であるのでは

ないか。

－６７－



マスデン員理子

４．むすび

日本語学習者の話す日本語が時に失礼に感じられることがあるが、それが

単に筆者一人の思いなのか…それとも大方の日本人が同じように感じるのか

を知りたいと思い、日本人大学生に上記の予備調査を行った。その結果、日

本人にとって失礼だと思われる日本語学習者の表現には、日本人はほとんど

しない言い方（日本語のまちがいと言ってもよい）と、日本人もよくする言
い方があることがわかった。

前者は、例えば友だちにビールを飲もうと誘う時の表現で「来たくないの？」

｢来たくないんですか？」のように文末に「の」や「んですか｣、「たい／た

くない？」を用いたものである。このような表現は、「外国人の日本語のま

ちがい」であることが日本人に意識されやすい為、失礼な人と誤解される危

険性が少ない。日本人学生のコメントにも、このような文例は英語の翻訳調

であり、外国人の日本語のまちがいなので許せるという感想があった。この

ように外国人特有の間違いに対し日本人は寛容になれるようだ。「失礼な言

い方=失礼な人」と結論づける前に一呼吸おき、いわゆる、「エポケー」（判

断の保留）がしやすいという利点があるのだろう。

他方、後者の「ちょっと用事があって…」のように日本人もよく使う言い

方の場合、日本語のニュアンスを知らないための間違いとは思われず、その

人は失礼な人だと思われがちだ。したがって、日本語を使って日本人との良

好な人間関係を築こうとしている日本語学習者にとって、どのような表現が

失礼に聞こえるのかついて具体的な知識を増やしていくことは大切なことで

ある。

「外国人は自己主張が強い」と思う日本人が少なくないが、果たしてそう

だろうか。日本語の適切な待遇表現を知らないために、そう誤解される側面

もあるのではないだろうか。今後、日本語の待遇表現のまちがいに関し年齢

層別性別、国籍別等の属性別の広範囲な調査が行われれば、どのような表

現がどのような場面でどの程度失礼だと感じられるかについて一般的な特徴

を知ることができ、日本語学習者に対する待遇表現の指導に役立つのではな

いかと考える。
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注

(1)蒲谷（９ページ）は、「待遇表現」に「待遇理解」を加えた「待遇コミュニケーショ

ン」という用語を使っている。これは、敬語、敬語表現、敬意表現、配慮表現、待

遇表現、対人コミュニケーション、ポライトネスなどの領域すべてに関わるものと

して提唱した概念である。
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資料１日本人大学生のコメント：「私の部屋に来たくないの？」

[責められている感じ］

。何も言っていないのに、いきなり行かないことを責められている気持ちになる。
。「来たくないんだろう」と強く否定されている感
･英語の‘９Ｗｈ ｙ don，ｔ you~?”を直訳しているのだろうか。日本語にすると、そう
する義務感があるような気がするので、日本の文化には合っていないと思う。

･威圧的に感じて、断りづらい。断ったら、関係がぎくしゃくしそう。

[断りにくい］

･断る理由＝部屋にいきたくない、と勘違いされてしまうため、断り方が難しい。
。「来たくないの？」という誘いを断る時、「行きたくない」と言ったら相手を嫌い
というようで、傷つけてしまう。

･本当に用事があって行けない場合に断れない。断ってしまうと、「来たくない」と
返事してしまうことになってしまうから。

。こう言われると、断った時にその人の部屋に行きたくないということになってしま
う。

｡きつい言い方だ。あなたは私が嫌いだから、部屋に来たくないの？と言われている
みたいで、こう言われたら、まず『そんなことはないですよ』って言って、気を使っ
て『行きます』と言うと思う。

｡ちょっと脅迫みたいな感じがある。断る場合に『あなたの部屋に行きたくないわけ
じゃないけど、今日は用事があるから。ごめん』みないな感じになって、返事を返
すのがまわりくどくなるし、面倒だから。

･ネガティブな表現だ。（→「私の部屋に来れる？」なら、プレッシャーがなく断り
やすい｡）

･私の部屋に来たくないの？というダイレクトすぎる問いに対して、どうこたえれば

いいのか分からない◎

[飲むなどの言葉が無い］
･例文１や３には「お酒」が入っているので、「今日はお酒が飲みたくないんだ」と

●

断れるけど、２のように「私の部屋に来たくないの？」と言われると、誘いを断る
場合その人本人を嫌がっているように感じるので、一番困る。
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資料２ 本人大学生のコメント：
「○○さんの家は近いですよね。私は今から行きます。いいですか？」

[あつかましい。礼儀知らず］
ｐあつかましい人だな－と思います。自分の家に誘うなら強引でもまだ許せるが、相
手の家に行くのに強引なのは、礼儀知らずな気がします。

Q一方的で相手の都合をあまり考えていない感じがする。

[日本語の問題ではなく、その人の問題］
・他の例文は英語の直訳だろうと思うから、留学生なら嫌な気がしない。でも、この
例文は、かなり親しい家族のような人なら別ですが、部屋のかたづけや準備がある
ので、今すぐ来られるのは困ります。

･他の例文1～3は日本語中級レベルということを考慮すれば、「一緒にこない？」と
いう軽めの誘いだと感じます。しかし例文4は、日本語の上手下手は関係なく、､断
りにくい。これは表現の問題というより、マナーの問題であると思います。（私が
変わっているのかもしれませんが…）家に行くというのは、誘われるまで待つべき
だと思います。

[勝手だ］
。「行きます。いいですか？」というのは、行くことが決定事項で、その最終確認の
ように聞こえるので、断りづらい。でも、来客を迎えるこちらの都合を全く無視し
ているように感じるので嫌だ。「いいですか？」が、「行ってもいいか？」と問うて
いるのではなく、「行くけど、いいか？」と確認している気がする。

。「今から行く」と意思表示された後に、「いいですか？」と聞かれても、「だめ」と
Iま言えない感じがするので嫌です。

･今から行くと勝手に断定され、押し付けられ、一番断りにくい。何て勝手な人なん
だろうと思う。

資料３日本人大学生のコメント：「いっしょにお酒をのみに来たくないんですか？」

[｢～したくない」と決めつけられた］
。「～したくないの？」「～したくないんですか？」というように、～したくないと

いう前提で話をしてる。もし、してほしいなら、「～しよう」や「～しない？」の

ように、ストレートに提案してくれた方が気持ちも乗りやすい。
･否定的に遠回しに嫌味を言われている気がする。

[強制的に／無理に誘われている→断りにくい］
。強く言われたような感じで、「えっ！？」と戸惑ってしまう。相手はそんなつもり
はないかもしれないけれど、無理に誘われている感じがする。。

･上から目線のように感じるし、断れないような言い方だから。これを言われたら、
ひきつりながらもＯＫを出さざるを得なくなってしまうと思います。

・・「飲みに来たくないんですか」というのは、相手の都合を通り越していて、飲承に
来たいかどうかを聞かれているので、断りにくい。

－７１－



マスデン貝理子

資料４日本人大学生のコメント；「私の部屋に来て、ビールを飲まないの？」

[下に見られて、強要されている］
。たとえ仲の良い友人からでも、このように言われると、強要されているような気が
するし､.対等ではなく下に見られているような気もする。、

資料５日本人大学生のコメント：「今夜は無理／だめ。疲れているんだ」

[謝罪や感謝がない］
･正直だけれども、せっかく相手も誘ったのだから、「ごめんね」とか「誘ってくれ
てありがとう。また誘ってね」など、感謝の気持ちを言われると嬉しいです。

･誘ってもらったことを、全く嬉しいと思っていない感じがするから。そのため、誘
､ら誘わない方がいいのかなと思ってしまう。う側も、次力

･無理の前に、 ｢残念だけど…」「ごめんね」などを入れてほしい。無理／だめだけだ
と、自分と飲みに行きたくないのかなぁ、迷惑だったかな‘あと思う。

。まず最初に「ごめんね」などの謝罪の言葉がなく、誠意が足りない。

[｢無理・だめ」は、きつい。もっとやわらかな表現で！］
。はっきりと「無理ｄだめ」と言われると落ち込むから。
･用事があったり疲れていたりするのは仕方ないが、「無理」や「だめ」という言葉
で否定されては少し気分を害してしまいます。柔らかい言葉で断ってほしい。

。「無理」「だめ」などのように単語で終わられると、「何でこんなきつい時に連絡し

てくるのかな」とイライラされているように感じるから。自分が無理に誘ってしまっ
て悪いなとは感じながらも、相手に対してイラッとすると思うから。（→ごめん。

今日はく具体的な理由＞で疲れていて、ちょっときついんだ。だから行けない。誘っ

てくれてありがとう）暖昧ではなく具体的な理由を説明することでも誤解されるこ
ともない。また、「ありがとう」とお礼を言うことで、自分も相手も良い気分でそ
の会話を終わらせることができる｡）

[断る理由をもっと詳しく言ってもらえれば私共感できるのに…］
●心

。この断り方をされると、もう誘いたくなくなる。なぜ疲れているかの理由を知りた
い。（→「ごめん、今日は実験があって疲れているんだ。また今度誘って｣）

･これだけだと、何で無理なのか全く伝わってこないから｡「疲れていて早く寝たい
から、今夜はやめておくね」と理由を言ってもらわないと、「無理！」だけだと冷
たい感じもして、次あまり誘う気がおきないから。

。このように断られると絶対もう誘いたくなるし、自分と行くのがそんなに嫌なのか
なと感じてしまう。「疲れているから」という理由もアバウトで暖昧すぎるし、断
られた理由がよくつかめない。ただ断るだけで、思いやりの心がない。

･理由もなしに断られると、相手に嫌悪感を持ってしまいそうな気がするから。どう
してダメなのか理由を教えてくれれば、言い方は特に気にしない。（だが、その理
由がウソだと嫌な気分になる｡）
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資料６日本人大学生のコメント：「ちょっと用事があって…ごめんね」

[嘘をついている／隠し事をしている感じがする］
･理由をはっきり言わないで嘘をついているようで嫌だ。
Ｐ言いたくない理由があって、誤摩化されているみたい。
。「用事がある」と聞くと、「本当に？」とまず疑ってしまう。本当に用事があるな
ら、どんな用事か言ってほしい。

･明らかに嘘だと分かるから。ウソをつくくらいなら、最初からきっぱり断ってほし
い。（→「ごめん、今日体調が悪くてビールが飲める感じじゃないの一・また誘っ
て」理由が本当だと分かるから。また、次も誘っていいのだと思えるから｡）

Q理由をはっきり言わないで濁しているので、本当は来たくないのかなぁと思ってし
まう◎

。言いにくい理由なのかもしれないけれど、うそをつくのは嫌です。

[関係に壁、嫌われている、仲良くなりたくない］
･用事ってのは詳しくないので、実は用事がなくて、単純に嫌がっているように聞こ
えて、変に気になってしまう。

･何か隠し事をしているようなこの表現に、どこか壁をつくられている印象を受ける。
用事を具体的にしていない点で、この人は行きたくないと思ってしまう。（→「今
日はバイトなんだ」とか「宿題があって」というように、予定が入っているという
良い方だと納得できる｡）

･用事の内容を詳しく教えてくれていないので、 自分は嫌われたのかなと思ってしま

う。（→「今日は疲れているから早く寝たいんだ。ごねんね。また今度誘って」
正直に理由を言ってあやまっている。相手も残念だろうけど、嫌な気持ちはしない
と思うから。。

。ちょっと用事があってというのが行きたくないからとりあえず用事と言っとけば大
丈夫だろうという風に感じて傷つくと思う。（→「ごめん。今日～する用事があっ
て無理なんだ。本当ごめん」と、どんな用事があるのかをはっきり言ってほしい。
そういってもらうと今日は用事があるから仕方ないとあきらめがつくし、傷つかず
に済むと思う）

。ただ嫌だから断られた気がする。
･遠回しな表現を使っていて、本当はただ来たくないだけなのではと疑ってしまう。
･用事が何なのかつてことを言えないような、遠い人間関係

[本音がつかみつくい］
･相手の本音がつかみにくいから嫌だ。「今度○○日と○○日なら都合がつく」と言っ
てもらえると、仲良しになりたいのだという意志が表されて良い。相手が苦手であ
まり仲良くなりたくないなら、こういう断り方でいい。相手を傷つけずに、自分は
相手に興味がないということの意思表示になる。，

。疲れているのは仕方ないことであるからわざわざうそをつかず、普通に「疲れて
いる」と言って欲しい。あまりにも何でも「用事が．．:」と言われたら、何が本当か
うそか分からず、その人のことを信用できなくなってしまい、次回誘う気がなくなっ
てしまうから。

資料７日本人大学生のコメント：「私は疲れていて眠いよ。残念だけど、今日はでき
ない。また他の日に誘って」

ｐ眠いからできない、という言葉で言われると次回、誘う勇気がなくなってしまう。
英語でそのように言えば、納得するのだけど、日本語ではやわらかく暖昧な表現に
慣れているので､「眠いからできない」という表現は強すぎると感じ江ま魂
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